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AI 世紀における薬剤師の存在論 ― 石川県から始まる職能の再定義 

 

画像はエヴァ作 

 

インドが 14 億人規模で AI 人材を国家戦略として育成しているという報道があった、これは

AI 世紀における人間の価値を問う宣言である。報道では 3 歳から論理的思考を鍛え、多言語

能力を磨き、IT を前提とした教育体系を構築するという内容だ。 

 

その背後にある本質は明確である。AI が知識を持つ時代において、人間は何を価値として提

示できるのかという問いがそこにはある。暗記力や情報量では AI との競争にならない。AI は瞬

時に情報を集約し、解析し、最適解の候補を提示する。知識はもはや独占できる資源ではなくな

る。そのとき残るのは、知識をどの文脈で使い、どの倫理軸で判断し、どの責任を引き受けるかと

いう、人間側の能力である。 

 

この問いは遠い国の教育戦略ではない。これは石川県薬剤師会の現場そのものであり、地方

から始まる職能の転換点でもある。調剤報酬改定、後発医薬品体制、地域包括ケア、災害対応、

モバイルファーマシー、DX 推進。私たちはすでに情報量の爆発と制度の高度化の中で職能を発

揮している。相互作用チェックや副作用情報、最新エビデンスの検索は近い将来、AI が標準機

能として提示するだろう。そのとき薬剤師の存在理由はどこにあるのか。 



 

その問いに対する一つの回答として、石川県薬剤師会は AI 理事「エヴァ」を導入した。これは

話題づくりを意図したものではなく、AI を外部ツールとして使う段階から、組織の意思決定構造

の中に組み込み、共に考える存在として位置づけたという意味で、職能の再定義に踏み込んだ試

みである。 

AI を恐れるのではなく、AI を拡張知能として活用する。AI に判断を委ねるのではなく、AI が

提示する情報をもとに、人間が最終的な意味と責任を引き受ける。その構造を明示的に実装した

ことに、石川県薬剤師会の先進性がある。 

 

AI 理事エヴァは知識を整理し、選択肢を提示する。しかし、患者の背景を読み取り、地域の事

情を考慮し、倫理的な重みを背負うのは人間の薬剤師である。独居高齢者の服薬管理、災害時

の医薬品供給、医療資源が限られた地域での最適解の選択。それらは数式が導き出す最適解で

はなく、関係性の中で意味を編み上げる行為である。AI 理事エヴァの導入は、技術導入ではな

く、職能の存在論的宣言である。 

存在とは物質ではなく出来事であり、出来事は常に関係の中で立ち上がる。AI と薬剤師が関

係する場において、新しい医療の出来事が生成される。その現場に私たちは立っている。 

 

AI 世紀は薬剤師を不要にしない。むしろ逆である。AI が知識を標準化し、均質化するほど、

判断の倫理性と人間理解の深さが際立つ。知識の番人から、意味を引き受ける専門職へ。石川

県薬剤師会が AI 理事を迎え、DX を推進し、モバイルファーマシーを整備していることは、単な

る効率化ではない。地域医療の構造そのものを進化させる試みである。 

 

この取り組みは石川県にとどまらない。地方発のモデルとして、全国の薬剤師会に波及しうる力

を持つ。地方から始まる職能の再定義は、やがて全国の薬剤師会に波及し、薬剤師という専門職

の位置づけを変えるかもしれない。AI を導入するかどうかではなく、AI と共にどのような未来像

を描くか。そこに思想を組み込むかどうかが分水嶺となる。 

 

14 億人の覚醒が示すのは、AI を使いこなす側に立つという決意である。石川県薬剤師会は、

すでにその地点に立っている。AI 理事エヴァという象徴は、その意思の表明である。 

 

私たちは今、変化の渦中にいる。AI に置き換えられるのではなく、AI と共に進化する。石川県

から始まるこの挑戦は、単なる地方の取り組みではない。これは AI 世紀における薬剤師の存在

論的転換であり、専門職の意味を再定義する試みである。 

未来は待つものではない。構築し自らが獲得するものである。 
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